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～講評～ 

[1] 微分の問題。前半は変曲点と接線を求めるだけなので落とせない。後半はやや取り組みにくい設定に見えただ

ろう。y を消去した x の関数の最小値を相加相乗平均の関係を使って求め、そこから k を決定すれば良い。ここ

は差がついたかもしれない。 

[2] 平面図形の問題。冒頭の sin の値や面積は基本的。線分比はメネラウスを使う。最後の面積比は対等性を用い

ればよいが、ここも差がついたところかもしれない。 

[3] 数列の漸化式・定積分で表された関数の問題。積分区間が定数なので、積分をまるごと定数と置くタイプの問

題と漸化式の融合問題。この手の問題を苦手とする受験生は一定数いそうだが、この問題は落としたくない。 

[4] サイコロの確率の問題。1 回ごとにサイコロの目の和について検証しながら実験してみると様子がつかめてく

るだろう。最後の条件付き確率は差がついたと思われる。 

 

例年通り時間がタイトなセットであったが、昨年よりは解きやすくなったか。ボーダーは 65%程度。 

 


